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市貝町立図書館『いっとくん』
@ittokun_ichikai

★読書スタンプラリー
期間：10月27日（日）～11月10日（日）
内容：期間中図書館の資料を借りたり、イベントに参
加してスタンプを集めるとプレゼントがもらえます。
★ハロウィン缶バッチプレゼント
期間：10月25日（金）～10月27日（日）

※なくなり次第終了
内容：期間中図書館の資料を借りた方に、いっとくん
オリジナル缶バッチをプレゼントします。
★ダンボの会のおはなし会
日時：10月27日（日）10：30～（50分程度）
場所：1階 おはなしコーナー
内容：みんなで楽しめるおはなし会です。今回は
「ペープサート（紙人形劇）」を予定しています。
★こばとの会ボランティア作しおりプレゼント
期間：10月29日（火）～ ※なくなり次第終了
内容：期間中図書館の資料を借りた方に、こばとの会
ボランティアさんが制作したしおりを差し上げます。
★音楽と読み聞かせの世界へようこそ
日時：11月3日（日）14：00～（1時間程度）
場所：2階 企画研修室
内容：絵本の読み聞かせを音楽と一緒に臨場感たっぷ
り楽しめます。
★しょうちゃんと遊びま専科
「ことばあそび五・七・五」 ※要申込
日時：11月9日（土）14：00～15：00
場所：2階 企画研修室
内容：ことばを選んで歌を作ります。出来上がった作
品はオリジナルのしおりになります。
対象：どなたでも（小さなお子さんはご家族と一緒に
ご参加ください）

お問い合わせ 市貝町立図書館 ☎68-4380
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★蔵書点検のお知らせ★

★2階にドリンクディスペンサー
を設置しました★

第37回企画展「市貝町の指定文化財」
日時：～10月27日（日）まで

※休館日は図書館と同じです
内容：市貝町の指定文化財を展示し、ふるさとの
宝について理解を深めます。関連する本・DVD
コーナーもありますので、ぜひご利用ください。

お問い合わせ：中央公民館 68-0020

図書館カレンダー開館時間9：30～19：00

蔵書点検のため
10月8日（火）～10月11日（金）

の期間は休館となります。
皆様が利用しやすいように所蔵資料の点検・整理を
行います。ご理解とご協力をお願いいたします。
下記カレンダーをご参照ください。

★

★月末資料整理日

蔵書点検

秋の読書週間は
10月27日（日）～11月9日（土）です。
たくさんのイベントを予定していますよ！

2階通路（休憩コーナー横）にドリンクディスペ
ンサーを設置しました。休憩コーナーのみのご利
用となります。紙コップ以外のごみは各自でお持
ち帰りをお願いいたします。

★歴史民俗資料館のイベント★

2階閲覧室におけるペットボトル・マイボトルでの
給水可能期間は10月6月（日）までとさせていた
だきます。以降は休憩コーナーをご利用ください。

★夏季給水可能期間について★

http://www.library.ichikai.tochigi.jp/


「黒猫」－ポー怪奇幻想集２より－
エドガー・アラン・ポー/著 （原書房）

ハロウィンといえば、黒猫！ポーの「黒猫」は不
気味で、ぞっとする事請け合いです。この本は話
にぴったりなイラスト入り。怪奇ゴシックの世界
に存分にひたってください。

「いも・くり・かぼちゃのスイーツ」
信太 康代/著 （ブティック社）

読書を堪能したら、現実に戻りましょう。
ハロウィンにぴったりな、かぼちゃを使ったス
イーツはいかがですか。食欲の秋、実りの秋でも
あります。この本にはかぼちゃの他に、いも・く
りのスイーツレシピも載っています。季節のめぐ
みをおいしく頂きましょう。

ハロウィンって、そもそも何?賞

「本と鍵の季節」
米澤 穂積∥著 （集英社）

高校２年生の図書委員次郎と詩門。
放課後の図書室に持ち込まれる謎に高校生２人
が挑む全６篇。「本」を手掛かりに新たな
「鍵」を探り当てる彼らの謎解きは、時にほろ
苦く切ない後味となるでしょう。

「姑獲鳥（うぶめ）の夏」
京極 夏彦∥著 （講談社）

日本の家系に浮かび上がる悲劇。その不可解
な事件に巻き込まれていく陰陽師京極堂と記憶
を視る探偵 榎木津礼二郎。シリーズ第一弾。
怒涛の如く押し寄せる言葉の波に、あなたは

吞み込まれるか、否か。京極ファンにもビギ
ナーにも必見！この秋お薦めの長編ミステリー
です。

ハロウィンは、紀元前から伝わるケルト人の宗教行事がキリスト教に取り入
れられたもので、万聖節（11月1日※ケルト人の正月）の前夜祭として10
月31日に行われています。大晦日に当たる10月31日は先祖の霊と一緒に悪
霊も来ると考えられており、この悪霊を追い払うために、仮面をかぶったり
仮装したりするようになりました。日本でハロウィンが行事として定着した
理由は様々ですが、某有名テーマパークがこの時期にイベントを始めたこと
が大きいようです。今や「仮装を楽しむ日」と化しているハロウィンですが、
今年はかぼちゃのランタンを作ったり仮装をする所以を考えてみると、また
違った楽しみ方ができるかもしれませんね。

私は、高校時代からものごとをいろいろと書
き綴っておく習慣がついて、現在でもテレビ
を見ていても、新聞を見ていても面白いこと
や生活に役に立つことなど、なんでもメモ的
に書き綴っておいて小さなボックスの中に入
れています。そうすると楽しいことや面白い
ことが沢山見えてくるのです。
紹介するデータはいつの時点かわからないが、
そんなに古くもないものです。あるとき全国
の「髙木」の姓を調べたら56,987戸で、世
帯数は全国第70位のところにありました。
「昭一」の名の多さは、全国で245位で名前
のありがち度は136ptだそうです。自分のこ
とを調べるのも面白いので皆さんもどうぞ。

話変わって平成27年3月18日のテレビを見
ていて、メモしておいたものがありました。

“川が変われば 街が変わる
街が変われば 人が変わる

人が変われば 社会が変わる
社会が変われば 歴史が変わる”

誰が言っていた言葉かは書いてなかったが、
今見直すとなるほどと膝を叩きたくなりまし
た。徒然なるままに書いてみましたが、是非
メモを取っておく習慣をお勧めします。如何
かな……。


